
   プログラム７ わが家の約束 

         

 
 
 
時間 内  容 主 な 活 動 留 意 点 

例： 
60 分 
00:10 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
00:10 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
はじめのこ
とば 
 
 
 
 
 
３つの約束
確認 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
アイスブレ
イク 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「みなさん、こんにちは。ご多用のところ
参加いただきありがとうございます。今
日は、年齢に応じた“わが家の約束”に
ついて、考えてみたいと思います。司会
の○○です。よろしくお願いします。」 

 
「この会は、ともに楽しく学び合い、みな
さんで作り上げていくものです。誰もが
『参加してよかった。』と思える会にする
ために、協力していただきたい３つの約
束があります。」 

 
① 参加 「積極的に話し合いに参加しま

しょう。全員が参加できるように、協
力をお願いします。」 
 

② 尊重 「お互いの意見や感じ方を尊重
しましょう。他の参加者の意見を否定
したり、自分の考えを押し付けたりし
ないようにしましょう。話したくない
ことは、パスしてもかまいません。」 
 

③ 守秘 「子育ての交流ですから、個人
情報に関わる内容も出てきます。同じ
時間を共有する者同士の信頼関係のう
えで行われる交流です。決して口外し
ないようにしましょう。」 

 
 
「それでは、みなさん、私と一緒に心と体
をほぐしましょう。」 

「少し緊張していらっしゃるようですの
で、一緒にリラックスしましょう。」 
 

 キャッチ 
・全員左手で筒、左どなりの人の前にその
手を持っていき、右手の人差し指を右ど
なりの左手でつくった筒の中へ入れる。 

・進行役の「キャッチ」という合図で、左
手は左どなりの人の人差し指をつかみ、
右手は右どなりの人につかまれないよう
に逃げる。 

  

 
◇笑顔で親しみやすい言動に努
めましょう。 

 
 
 
 
 
 
◇会を成功させるために、学習
を始める前に参加者全員で
「３つの約束」を確認しまし
ょう。 

◇一人が話し過ぎないように、
時間配分を考えながら、全員
に話す機会を回すようにしま
しょう。 

◇「相手の目を見てうなずきな
がら聞くとか、相槌を打ちな
がら聞くなどすると、話す人
も嬉しいですね。」と具体的な
聞き方を伝えると分かりやす
いでしょう。 

◇子育て中の親として、家族に
関わることも話題になります
が、自由に話してもらうため
にも、信頼関係が大切である
ことを理解してもらいましょ
う。 

 
◇アイスブレイクとは、 
参加者の不安や緊張 
を氷にたとえ、その 
氷（不安や緊張）を溶かすと
いう意味をもった活動です。 

 
◇1５ページ「７ アイスブレイ
クに活用できる簡単なゲーム
③参照 

◇キャットやキャップなど、似
た言葉を入れるとおもしろい
ですよ。 

 
 

○わが家の約束をつくってみるよさを伝え、そのときに気をつけることや大切なことなどを話し

合い、「わが家の約束」作りの工夫をもち帰ってもらいましょう。 

○家族共通の考えのもと、子どもたちがのびのびと過ごせるよう、約束の大切さを知っていただ

き、約束を作るときに大切な「家族のあり方について」考えるきっかけにしていただきましょ

う。 

ねらい 

小道具として「お茶」やちょ
っとした「お菓子」があると
やわらかい雰囲気を 
演出し、話も弾みや 
すくなります。 
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00:30 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ワークショ
ップ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「それでは、緊張もほぐれたところで、お
配りしたプリントの『こんなことありま
せんか』をそれぞれお読みください。読
み終えましたら、お子さんにどんなふう
になってほしいか、どんな力をつけたい
か、交流しますので、ワークシートに記
入してみてください。」 

 
＜グループディスカッション＞ 

<ワーク１> 
「お子さんにどんな力をつけたいか交流し
ましょう。」 

 
 
 
 
 
 
<ワーク２> 
「みなさん、お子さんのために様々な願い 
をもっていらっしゃることが伝わってき
ました。それでは、「わが家の約束」とし
て、実践していることやそれを定着させ
る工夫について交流しましょう。」 

 
 
 
 
 

 

◇『こんなことありませんか』
については、詳細な説明はせ
ずに、読んでいただくとよい
でしょう。 

◇どんな話が出されているか、
簡単にメモをとるとよいです
ね。 
話している方を見て、うなず 
きながら聞くようにしましょ
う。 

◇自由に家庭の様子を話せるよ
うに、進行役の方の困ってい
ることや悩んでいることを話
すとよいでしょう。 

◇グループごとに交流する際、
「自分にもできそう。」、「よい
方法だなあ。」などと思った意
見は、ワークシートの「いい
ね！」の欄にメモを取るとよ
いことを、事前に伝えておき
ましょう。 

 
◇出された意見をまとめたり、
結論を出したりする必要はあ
りません。自分自身、こんな
ヒントをもらったというよう
に、同じ立場で話すとよいで
しょう。 

 
 
 
 

00:10 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ふりかえり 
 
 
 
 
 
 
 
おわりのこ
とば 
 
 
 
 
 
 
 
 

「いかがでしたか。いろいろな工夫が出さ
れて、今日から生かせそうですね。」 

「私も～のような家庭の約束を作っていま
した。でも、守らせることに必死になり
すぎたなあと反省しています。今日、み
なさんの意見にもあったように接してい
たらよかったんだなあと思いました。」 

 
「みなさん、今日参加されていかがでした 
か。毎日、お子さんを目の前にして奮闘 
していらっしゃる皆様方にとって、少し
でも気持ちが軽くなったり、何かヒント
を得たりしていただけたならうれしいで
す。お話を伺っていて、本当にみなさん
よくやっていらっしゃるなあと思いまし
た。これからも、お困りのことがあれ
ば、一人で悩まずにこのような機会を活
用したり、参加された方同士情報交換し
たりしてくださいね。」 
 

◇資料のページの「はなそう！
かたろう！わがやのやくそ
く」カードをもとに「実践カ
ードを利用してみません
か？」と実践化への誘いをし
ましょう。 

 
 
◇最後は、参加者の日頃のがん
ばりを認めることのみとし、
指示やアドバイスをすること
は避けましょう。 

 
 
 
 
 
 

 

・朝起きたら、夜寝るとき、家族に挨
拶する。 

・進んでできたらポイントがたまるこ
とにして、ごほうびをあげる。 

など 

 

・自分のことは自分でできるように 
なってほしい。 

・思いやりのある子になってほしい。      
など 

 

進行案 

-68-


